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研究成果の概要（和文）： まず、本研究では、日本の自動車リサイクルシステムに大きな影響を与えたEUの使
用済自動車指令について再検討を行った。さらにこれまで研究してきた自動車バッテリーリサイクル研究を継続
しながら、これまでほとんど学術的な研究分析が行われていないトラックのリサイクルの実態を検討した。また
自動二輪のリユース・リサイクルについてベトナムの現地調査を中心に検討を重ねた。
 また、モータリゼーションが最も進んでいるアメリカ合衆国の自動車リサイクルの事情は、学術的な研究はほ
とんど知られていない。そこで、アメリカ合衆国および隣国カナダの自動車リサイクルシステムの特質につい
て、既存資料と現地調査を含めて検討を加えた。

研究成果の概要（英文）：In this study, the Author tried to perform an international comparison of 
automotive recycling business, still being conscious of the policy trends. With regard to the 
fast-growing China, however, the Author decided to exclude it as a subject of study. First, the 
Author reconsidered Directive 2000/53/EC of the European Parliament and of the council of 18 
September 2000 on end-of life vehicles. Then, the Author examined recycling situations of trucks in 
Malaysia and motorcycles in Vietnam. However, the Author think that the truck rebuilt is a sunset 
industry. 
Moreover, the Author examined automotive recycling in the United States of America, through the 
study on existing research reports and field surveys. Finally, the Author conducted study on “
reuse” and recycling situations of the automotive batteries, which should be an important policy 
because next-generation vehicles such as electric vehicles will increase in the future. 

研究分野：経済地理学・環境政策

キーワード： 自動車リサイクル　自動車中古部品　東南アジア　アメリカ　欧州　自動車バッテリーリサイクル　自
動二輪リサイクル　トラックリサイクル
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本の自動車リサイクル研究は、2005年度の自動車リサイクル法の施行以降、フォーマルなデータが蓄積され、
少なくない研究業績が報告されている。しかしながら海外諸国との比較研究は、業界団体や政府機関による補助
事業調査レポート等が中心で、学術的な研究は研究代表者、分担者が単発的に実施してきたものに限られてい
る。
そこで、本研究では、研究代表者を中心にチームを作り、日本の自動車リサイクルモデルとなったEU諸国の現
状、日本ではほとんど知られていない米国の自動車リサイクルの歴史と現状、使用済自動車バッテリーや二論
車・トラックのリサイクルの現状に焦点を当てたことに、本研究成果の学術的意義がある。
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１．研究開始当初の背景 
人文地理学・経済地理学における「環境」をテーマとした研究は、伊藤達也によれば 20

世紀初頭まで非常に乏しい成果であったが、近年は地球環境問題の深刻化、途上国の環境

問題の深刻化、東日本大震災を契機とした資源・エネルギー問題の再検討など、着実に研

究成果が生まれている。とくに環境問題を意識した水資源問題研究は、伊藤達也や、秋山

道雄等が積極的に公にしている。 

その中で申請者は、静脈産業を代表して自動車リサイクル産業の内外の動向を中心に調

査・研究を進めてきた。『自動車とリサイクル』（外川健一、日刊自動車新聞社、2011

年）では、地理学および廃棄物・リサイクルに関する経済学における「人間と環境の関係」

を扱う分析視角についてサーベィを行いつつ、我が国におけるリユースとしての中古車市

場、リペアとしての自動車整備業、リサイクルを行う自動車解体業、破砕業（シュレッダ

ー業）、電炉業界の特質とその立地分析を進めた。また廃タイヤのリサイクルの現状や、

当時深刻であった離島における放棄車両問題について現状分析を行った。さらに日本の自

動車リサイクル法の制定に向けた政府審議会の動向と、日本の政策に影響を与えた欧州、

とくにドイツ、オランダ、スウェーデンの動向について分析を進めた。そして自動車リサ

イクル産業を含む静脈産業の新規立地により、地域振興を図る経産省・環境省のエコタウ

ン政策の地域的特質について考察を加えた。（本書は第 1回経済地理学会賞を受賞した。）   

国際的な分析視角をもった使用済自動車の適正処理・リサイクルシステムに関しては、

日本からの主要中古車受け入れ 3カ国におけるその後の中古車のフローを分析した、外川

健一・浅妻 裕・阿部 新「潜在的廃棄物としての日本からの中古車輸出の展開」等があ

る。 

 自動車リサイクル法施行の 2005 年以降、研究代表者の外川は、複数のプロジェクトを

利用して、自動車由来の様々な循環資源のアジア諸国における輸出入と廃棄にかかる資

料・情報を収集し、分析を進めてきた。その際にはこれまで行ってきた「環境政策」とい

う視野に加えて、「インフォーマル・セクターのフォーマル化」といった社会政策的側面、

日本の高性能自動車を構成している素材である高張力鋼板や、レアメタルやレアアースの

回収といった「資源政策」を意識した「都市鉱山論」の議論も意識しながら研究を進めて

きた。 
 
２．研究の目的 
これまで申請者は、主として、環境政策および産業政策としての自動車リサイクルの検

討を、主として日本と韓国をフィールドに進めてきた。一方、日韓の自動車リサイクル制

度は EUのそれに大きな影響を受けているが、EU 諸国の現状についての研究は極めて少

ない。そこで日本の主たる自動車中古車・中古部品の輸出先である東南アジア圏、に加え、

EU 諸国およびそのリサイクル市場圏、さらには自動車リサイクルの現状がほとんどブラ

ック・ボックスである米国における自動車リサイクル制度と、実際のビジネスに関して現

地調査を主に比較検討を行った。また、これまでほとんど研究されていない二輪・トラッ

クのリユース、リサイクルについても調査を実施したのが本研究の特質でもある。 

もう 1つの研究目的は、次世代自動車の普及が急速に進む中、既存の鉛バッテリーリサ

イクルのグローバルな流通の現状と、環境規制による影響、さらにはニッケル水素電池や

リチウムイオン電池のリサイクルの現状について、韓国や東南アジアを主たるフィールド

として研究を進めた。 



 
 
３．研究の方法 
 研究代表者をチーフに、以下のように研究テーマを各研究分担者に担当してもらい、基
本文献の収集とその解釈、現地調査を行った。 
研究チームは主として下記のテーマによる研究を主に行った。 

• 外川健一：研究総括 経済地理学的分析の模索 

• 劉 庭秀：EUの自動車リサイクル制度分析 

• 阿部新：アメリカにおける自動車リサイクルに関する予備的考察 

• 木村眞実：日本および東南アジアの使用済二輪リサイクルの現状分析 

• 佐々木創：日韓および東南アジアの自動車バッテリービジネスの現状 

• 浅妻 裕：東南アジア・中東における自動車リサイクルの国際展開 

• 近江貴治：日本を含むアジア圏の使用済トラックリサイクル分析 

• 研究メンバーはお互いの研究をフォロー。 
また年に 1 回のペースで合同研究発表会を行い、本研究の最終成果は、2019 年 4 月の
経済地理学会西南支部例会、および 2019年 5 月に韓国釜山で開催された韓国資源リサイ
クリング学会（Recycling Korea, 2019）日韓共同自動車リサイクル分科会で報告し、大き
な反響を受けた。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果を簡単にまとめると以下のとおりである。 

• 日本のリサイクルビジネスは、中国の旺盛な静脈資源の需要によって成立していた

が、中国の政策変更（チャイナショック）により、再度行き場を失った廃棄物・静

脈資源が漂流、退蔵し、その影響は自動車リサイクルにも及んでいる。 

• 欧州の自動車リサイクルは、かつての構図「クルマ東へ、ガラ西へ」の構図があま

り変わっていない。そしてモニタリング・システムは不十分で、インフォーマル・

セクターの存在が問題視されている。 

• 米国での自動車リサイクルのタイプは、「もぎ取り型」と「合理型」とが併存して

いる。また、メーカーのリサイクルビジネスへの関与が「拡大生産者責任」以外の

理由で行われていたが、それらは基本的に成功していない。 

• 鉛バッテリーリサイクルは、韓国二次精錬の競争力が大きかったが、韓国企業の適

正処理違反で、国内での鉛精錬所でのリサイクルが復活しつつある。韓国は米国か

ら廃バッテリーを輸入して好調を維持している模様である。 

• 自動二輪のリサイクルは、セーフティネットが家電リサイクル法に基づいて整備は

されているが、それらはほとんど機能していない。そして自動二輪の多くが輸出さ

れ、最終的にどのように処理・リサイクルされているかはブラック・ボックスであ

る。 

• トラックのリサイクルとして、マレーシアにおいて「リビルト」という再生トラッ

ク製造ビジネスが存在する。しかし、近年中国からの新車トラックの輸入増加によ

って、この産業は斜陽産業となっている。ただし、聞き取り調査ではフィリピン等

では依然として、このようなビジネスが活発である。 
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